
急
速
な
人
口
減
少
や
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
な
ど
、

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

加
え
て
、
働
き
手
の
キ
ャ
リ
ア
観
が
多
様
化
す
る
と

と
も
に
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
の
到
来
に
よ
り
、

職
業
人
生
が
長
期
化
し
、
転
職
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
・

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
す
る
働
き
手
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
転
換
期
の
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
、
わ
が
国
はSociety
5.0

の
コ
ン
セ
プ

ト
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
か
し
、
新
し
い
価
値
を
創
出
で
き
る

人
材
の
育
成
が
極
め
て
重
要
と
な
る
。
企
業
に
は
、

自
社
の
人
材
育
成
施
策
が
環
境
変
化
に
対
応
で
き
て

い
る
か
を
確
認
し
、
働
き
手
の
多
様
性
と
主
体
性
を

活
か
す
施
策
へ
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
経
団
連
は
、
今
年
３
月
に
報
告
書
「So-

ciety
5.0

時
代
を
切
り
拓
く
人
材
の
育
成
―
―

企
業

と
働
き
手
の
成
長
に
向
け
て
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

本
報
告
書
で
は
、
１９
社
・
１
団
体
の
先
進
的
な
取
り

組
み
事
例
や
、
経
団
連
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
企
業
に
お
け
る
今
後
の

人
材
育
成
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

企
業
と
働
き
手
を
め
ぐ
る

現
状
と
課
題

経
営
環
境
や
働
き
手
の
意
識
の
変
化
に
伴
い
、
自

社
に
適
し
た
社
員
を
中
長
期
的
に
育
成
す
る
従
来
の

仕
組
み
だ
け
で
は
、Society

5.0

時
代
に
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
は
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
経
団
連
の

調
査
で
は
、
自
社
の
人
材
育
成
施
策
が
環
境
変
化
に

対
応
で
き
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
と
の
回
答
が
約
９

割
に
上
る
。

具
体
的
な
課
題
と
し
て
は
、
�
前
例
主
義
的
な
意

識
や
内
向
き
の
組
織
文
化
の
変
革
、
�
会
社
主
導
に

よ
る
受
け
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
か
ら
の
転
換
、
�
デ

ジ
タ
ル
革
新
を
担
え
る
能
力
の
向
上
の
３
つ
が
挙
げ

ら
れ
る
。

S
o
c
ie
ty
5
.0

を
実
現
す
る
人
材
の
育
成

働
き
手
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
な
か
、
企
業
は
、

エ
ン
プ
ロ
イ
メ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ（
働
き
手
か
ら
選
ば

れ
る
魅
力
）を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
方
、
働
き
手
に
は
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ（
社

内
外
に
お
け
る
自
身
の
価
値
）を
主
体
的
に
磨
い
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
企
業
と
働
き
手
が
互
い

に
選
び
合
い
、
組
織
目
標
と
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
の

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
と
も
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

が
、Society

5.0

時
代
の
人
材
育
成
の
基
盤
と
な
る
。

人
材
が
育
ち
、
働
き
手
か
ら
選
ば
れ
る
組
織
の
実

提

言
S
o
ciety

5
.0

時
代
を
切
り
拓
く

人
材
の
育
成

副会長／雇用政策
委員長（当時）
東京ガス相談役

―
―

企
業
と
働
き
手
の
成
長
に
向
け
て

たんのわ つとむ

淡輪 敏

雇用政策委員長
三井化学会長

おかもと つよし

岡本 毅

622020・6
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現
に
向
け
、
企
業
は
次
の
３
つ
を
柱
に
、
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

�
意
識
と
組
織
文
化
の
変
革

経
営
ト
ッ
プ
が
先
頭
に
立
ち
、
転
換
期
に
お
け
る

自
社
の
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
社
員
に
浸
透
さ
せ
た
う

え
で
、
人
材
育
成
方
針
を
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
際
、「
人
材
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
」
双
方

の
多
様
化
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
や
、
多
様
な
価
値

観
を
受
容
で
き
る
「
開
か
れ
た
組
織
文
化
」
へ
と
変

え
て
い
く
方
針
を
示
す
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。

�
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援

社
員
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
て
、
３

つ
の
施
策
が
考
え
ら
れ
る
。

第
１
は
、
経
営
ト
ッ
プ
や
管
理
職
層
か
ら
、
自
律

的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
重
視
す
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、「
人

材
育
成
は
会
社
か
ら
の
指
示
で
行
わ
れ
る
も
の
」
と

の
意
識
か
ら
、「
社
員
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
必
要
な
ス
キ
ル
等
に
つ
い
て
考
え
、

計
画
的
に
取
り
組
む
も
の
」
と
の
意
識
へ
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

第
２
は
、
社
員
の
意
向
を
踏
ま
え
た
人

事
異
動
の
実
施
で
あ
る
。
自
己
申
告
な
ど

に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
認
し
た

う
え
で
、
異
動
で
き
る
範
囲
・
期
間
を
柔

軟
に
す
る
ほ
か
、
本
人
の
意
向
を
踏
ま
え

た
選
択
制
の
異
動
の
実
施
な
ど
の
工
夫
が

求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
社
内
公
募

制
度
や
国
内
外
留
学
制
度
、
グ
ル
ー
プ
企

業
や
他
企
業
等
へ
の
出
向
制
度
な
ど
の
活

用
が
考
え
ら
れ
る
。

第
３
は
、
効
果
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
向
け
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
で
あ
る
。

定
期
的
な
目
標
管
理
面
談
や
、
数
週
間
お

き
に
上
司
と
部
下
が
面
談
す
る
仕
組
み

「
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
の
活
用

に
加
え
、
管
理
職
層
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

キ
ル
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

�
デ
ジ
タ
ル
革
新
を
担
え
る
能
力
開
発

企
業
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
新

た
な
価
値
創
造
を
図
る
に
は
、
働
き
手
が

デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
ス
キ
ル
・
リ
テ
ラ
シ

ー
や
デ
ザ
イ
ン
思
考
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
企
業
は
、
デ
ジ
タ
ル
革
新
に
向
け
た
自

社
の
経
営
戦
略
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
社
員
に

求
め
ら
れ
る
能
力
を
示
し
、
能
力
開
発
の
支
援
策
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え

で
、
一
般
社
員
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
社
員
の
そ
れ
ぞ

れ
に
対
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
、
社
員
が
自
身
に

適
し
た
レ
ベ
ル
か
ら
ス
キ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
職
業
人
生
の
長
期
化
を
見
据
え
、
全
社
員

を
対
象
に
、
外
部
機
関
を
活
用
し
な
が
ら
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

学
び
と
成
長
を
促
す
環
境
整
備

企
業
が
各
種
支
援
制
度
等
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

人
材
育
成
の
取
り
組
み
の
３
つ
の
柱
を
支
え
、
働
き

手
の
学
び
と
成
長
を
促
す
土
台
と
な
る
。
具
体
的
に

は
、
�
有
益
な
情
報
の
提
供
、
�
経
済
的
支
援
の
導

入
・
拡
充
、
�
学
ぶ
姿
勢
や
部
下
・
後
輩
の
育
成
に

対
す
る
評
価
と
処
遇
の
実
施
、
�
学
び
と
成
長
の
た

め
の
時
間
の
確
保
、
�
学
び
合
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
整
備
、
�
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
把
握

と
改
善
、
�H

R
T
ech （注

）
の
活
用
の
７
つ
の
施
策
に

取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Society
5.0

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
「
人

間
を
中
心
と
し
た
創
造
社
会
」
で
あ
り
、
そ
の
実
現

は
、
企
業
と
働
き
手
が
継
続
的
に
新
し
い
価
値
を
社

会
に
提
供
し
、
成
長
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
可
能
と

な
る
。
本
報
告
書
が
、
変
革
に
と
も
に
挑
み
、
成
長

を
目
指
す
企
業
と
働
き
手
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

（注）HR Tech（Human Resources Technology）：デジタル技術を活用した人材マネジメント手法
※本提言については、https://www.keidanren.or.jp/policy/2020/021.html参照

図表 Society 5.0時代の人材育成基盤―成長の好循環の実現

エンプロイメンタビリティ：企業が働き手を雇用し、成長を促し得る能力

エンプロイアビリティ：働き手が雇用され得る能力

エンプロイアビリティ
向上のサイクル

〈働き手〉
エンプロイアビリティ

ともに成長を実現

職場環境を整備し、
エンゲージメントを向上

組織の目標と
キャリアビジョンを合致

〈企業〉
エンプロイメンタビリティ

エンプロイメンタビリティ
向上のサイクル
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